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根
津
神
社
宮
司

内
　
海
　
　
　
一九

此
度

「
蓬
秦
町
だ
よ
り
」
に
産
士
神
根
津

神
社
に
つ
い
て
書
く
様

に
と
の
御
依
頼
を
お

受
け
致
し
　
皆
様
に
氏
神
様

の
事
を
知

っ
て

戴
く
機
会
を
お
与
え
下
さ

っ
た
事
を
奉
仕
す

る
神
職
と
し
て
誠
に
嬉
し
く
存
じ
、
日
頃

の

御
尽
力
に
併
せ
て
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

そ
も
そ
も
駒
込
の
地
は
往
古
素
蓋
鳥
山
と

い
わ
れ
た
林

で
昔
日
本
武
尊
が
御
父
君
景
行

天
皇
の
命
に
よ
り
御
東
征

の
折
此
処

に
多
く

の
駒
を
集
め
さ
せ
ら
れ
、
之
を
御
覧

に
な

っ

て

「
駒
込
み
た
り
」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
に
起

る
と
伝
え
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
牛
込
と
同
じ

様

に
牧
場

で
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
て
こ

の
時
尊
は
征
旅
に
大
和
国
を
出
て
か
ら
賊
‘

焼
け
殺
さ
れ
さ
う
に
な

っ
た
め
、
妃
弟
橘
媛

を
海
神

の
犠
牲
に
し
た
り
し
た
数

々
の
難
苦

を
思
い
更
に
前
途

の
多
難
を
痛
感
せ
ら
れ
武

勇

の
神
素
蓋
鳴
尊
を
ま
つ
り
、
そ
の
責
任

の

達
成
を
祈
ら
れ
た
の
が
根
津
神
社

の
創
り
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。
下

っ
て
文
明
年
間
太
田
道

灌
公
は
大
神

の
鎖
ま
り
坐
す
比

の
林

か
ら
楠

の
大
木
を
船
材
と
し
て
戴
き
そ
の
御
礼
に
御

社
殴
を
奉
納
致
し
ま
し
た
。
此

の
頃

の
御
社

の
場
所
は
只
駒
込
林

の
中
と
だ
け
て
不
詳

て

す
が
更
に
下

っ
て
万
治
年
間

に
は
千
駄
木
の

大
日
摂
津
守
邸
地
か
ら
す
ぐ
東

の
地
に
移
り

元
燎
年
間
に
更
に
徳
川
綱
豊
公
が
今

の
団
子

坂
か
ら
本
郷
保
健
所

の
方
に
曲

っ
て
す
ぐ
右

側
に
移
し
ま
し
た
。
此
処
を
古
老

の
方
は
今

で
も

「
元
根
津
」
と
呼
び
神
社
所
有
地
と
な

っ
て
居
ま
す
。

さ
て
時
の
将
軍
徳
川
綱
吉
公
は
子
供
が
そ

く
、
兄
甲
府
宰
相
綱
重
公
の
子
で
前
出
の
綱

豊
公

（
後

の
六
代
将
軍
家
宣
公
）
を
嗣
子
に

迎
え
ま
し
た
。
此

の
時
迄
現
在

の
社
地
は
綱

重
公
の
江
戸
下
屋
敷
で
綱
豊
公
は
此

の
邸
内

で
出
生
、
現
に
社
務
所

の
庭

に
は
産
湯

の
井

戸
が
現
在
し
て
居
り
ま
す
。

か
く
て
綱
吉
公
は
後
嗣
の
定

っ
た
の
は
産

土
神
様
の
お
陰

で
あ
る
と
深
く
神
恩
に
感
謝

し
、
そ
の
生
邸
を
撤
去
壮
大
な
御
社
殿
御
造

営

の
工
を
興
し
ま
し
た
。
即
ち
天
下
の
大
名

が
工
費
を
拠
出
し
、
全
国
よ
り
名
工
を
す
ぐ

り
久
世
大
和
守
重
之
、
藤
堂
備
前
守
高
堅
其

他
に
奉
行
等
を

「
御
社
殿
」

「
唐
門
」

「
透

塀
」

「楼

門
」
等

の
諸
建
物
を
奉
建

、
工
成

る
や
宝
永
三
年
十
二
月
、　
一
品
公
”
法
規
王

祭
事
を
督
し
て
壮
広
を
御
遷
座
祭
を
斎
行
致

し
ま
し
た
。
之
等

一
連

の
建
物
は
江
戸
期

の

代
表
的
名
神
社
建
築
と
し
て
何
れ
も
国

の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
居
ま
す
。

此

の
御
遷
座
を
終
え
て
正
徳
四
年
九
月
江

戸
の
前
後
に
比
類
無
き
壮
大
革
麗

４
祭
典
を

斎
行
し
ま
し
た
。
即
ち
世
に
天
下
祭
又
御
用

祭
と
称
せ
ら
れ
江
戸
全
町
が
参
加
、
将
軍
奉

納

の
三
基

の
神
輿

（
現
存
）
に
供
奉
す
る
行

列
に
は
江
戸
中

の
町
か
ら
合
せ
て
五
十
台

の

山
車
ご
ゴ
ぷ

連
レ
田
安
門
よ
り
江
戸
城
‘
繰

り
入

っ
て
吹
上
に
て
将
軍

の
拝
礼
を
受
け
ま

し
た
。

「
根
津
権
現
祭
礼
儀
式
」
に
江
戸
各

町
よ
り
出
さ
れ
た

一
番

か
ら
五
十
番
迄

の
山

車
の
行
列
が
示
さ
れ
、
蓬
秦
町
関
係
と
し
て

第
五
番

が
駒
込
浅
嘉
町
追
分
町
の

「
神
功
皇

后
人
形
屋
台
、
練
り
物
鎧
武
者
」
第
六
番
は

駒
込
庁
町
に
よ
る

「
練
り
物
子
供
花
籠
七
挺

布
袋

０
屋
台
」
と
あ
り
、
こ
の
二
十
台

の
内

容
を
見

る
と
当
時
の
江
戸
全
町
民
が
競

っ
て

華
麗
な
山
車
飾
り
物
を
作
り
競

っ
た
様
子
が

分
り

「
宝
永
ま
つ
り
は
見
事

の
ま
つ
り
、
誰

も
見
に
ゆ
け
　
ゆ
き
な
ば
い
ざ
、
ち
と
又
こ

の
世

の
う
さ
は
ら
し
」
と
い
う
唄
が
広
く
歌

わ
れ
た
と
い
う
熱
狂
ぶ
り
で
し
た
。

来
来
来
*
米
米
*

*
来
米
来
米
来

来
*
*
*
*
業
※

米
来
来
*
来
来

来
来

蓬

秦

町

だ

よ

り

昭和5″F10F30日
発行者 蓬末町会
編集者 文 化 部



8)

山
車

に
町
名

が
出

て
来

た

の
で
話

か
移

り

ま
す

が

「
蓬
薬
町
」

の
名
前

は
明
治

に
な

っ

て

つ
け
ら

れ
た
も

の
で
江
戸
時
代

に
は
人

の

住

ん

て
い
た
町

の
構
成

が
全
く
異

な
り
当
然

今

の
町
全
体

を
呼

ぶ

一
の
町
名
は

な
く
、
之

に
相

当

す
る
所

は
当
時

そ

の
大
半

を
占

め
る

寺

地

、
武
家
地

の
外

に
駒
込
四
軒
寺
町

と

駒

込
庁

町
、
下
駒
込
村

、
駒
込
、
浅
嘉

町

の
各

一
部

及
び
高
林

寺
門
前

な
ど

て
尚

こ
の
行

列

書

に
四
軒

寺
町
は
見

え

ま
せ
ん
が
、
之

は
肴

町

か
ら
大
観
音

に
向

っ
て
の
通

の
右
側

に
町

屋

が
出
来
四
軒
寺

町

と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
が
元
文
年
間

（
一
ｔ
三
六
～
）

と
言

わ

れ

ま
す

の
で
二
十
年
程

時
代
差

が
あ

る
様

で
す
。
下

っ
て
文
政
年

間

（
一
人

一
八
～
一二
０
）

の
記
録

に
は
根

津
権

現

の
氏
子
町

と
し

て
廿

ケ
町

、
そ

の
中

に
駒
込

片
町

、
駒
込
浅
嘉

町

、

天
栄
寺
門
前

、
高

林
寺

門
前

と
共

に
四
軒
寺

町

が
出

て
参

り

ま
す
。
明
治

に
な

っ
て
か
ら

「
蓬
秦
町
」

の
名

が

っ
け
ら

れ
今

の
大
き

さ

に
な

る
訳

で
す
が
中
国

の
伝
説

の
不
老

不
死

の
仙
人

の
住

む
山

の
名

か
ら
取
ら

れ
た
そ

の

名

の
通

り
御
町
内

に
は
御
長
寿
者

が
多

い
と

伺

う

の
は
誠

に
お
め

て
た
い
事

で
ご
ざ

い
ま

す

。話

を
戻

し

て
将

軍
家

の
崇
敬

と
共

に
諸
候

も

そ

の
念
篤

く
重
要

文
化
財

の
刀
剣
青
銅

灯

籠
を

始

め

て
沢
山

の
刀
剣
、

石
灯
籠

を
奉
納

し
て
居

り

ま
す
。

明
治
維
新
成

る

や
、
畏
く
も
明
治
天

皇
は

元
年
十

一
月

勅
使

を

か
遺

し

に
な
り
騒

然
た

る
当
時

の
国
家

の
安
隠

を
祈
願
遊

ば

さ
れ

て

居
ら

れ
其
後

も
奉
幣

の
御
事

あ

り
右

の
如

く

古
来

公
武

の
尊
崇
篤
き

名
社

で
あ

り

ま
す
。

御
祭
神

は
素
蓋

鳴
尊
　
大

山
咋
尊

、
誉

田
別

尊

、
大
国
主

尊

、
菅
原
道
員
命

、

五
柱

て
諸

厄
災
消
除

、
方

除

、
縁
結

、
安
産

、
学

業
成

就

の
信
仰

が
篤

う
こ
ざ

い
ま
す

。

尚
、
境
内

に

「
駒
込
」

「
乙
女

」
両
稲
荷

神
社

御
鎖
座

、
之

の
御
社

は
徳
川

綱
重

公

の

下
屋
敷
時
代

よ
り
奉
斎
せ
ら

れ
商
売
繁

昌
家

内
安
全

の
御

神
徳

の
厚
き
事

は
参
道

に
立
並

ぶ
数
多

の
烏

居

が
口

よ
り
も
物
語

っ
て
居

つ

ま
す
。

最
後

に
境
内

の
つ
ヽ
し
に

つ
い
て
中

上

げ

ま
す
。

そ
も
そ

も
神
社

の
境
内

は
江
戸
時
代

「
つ
ゝ
し

が
同
」

と
称

し

つ
ヽ
し

の
名
勝

て

江
戸
市
民

の
行
楽

の
地

で
も
あ
り

ま
し
た
が

永
き
年
月

を
経

て
殆
ど
枯
死
致

し

ま
し
た

の

を
戦
後
社

殿
境
内

の
修
営

の
工
を
終

え
る
と

共

に
御
町
内

の
皆
様

を
始

め
氏
子
全

般

の
方

々
の
御
熱

誠

に
よ
り
古

の
姿

を
再

現

し
た
わ

け

で
ご
ざ

い
ま
す
。
今

や
そ

の
種
類

廿
余
種

株
数

三
千
余
株

古

に
も
勝

る
名
勝

と
し

て
花

季

に
は
他
県

よ
り

の
人

々
の
見
物

も
多

く
非

常
な
賑
わ

い
を
呈

し
ま
す
。

顧

え
ば

四
年

に
わ
た

る
大
戦

の
末
期

、
昭

和
■
年

一
月
社

殿
に
戦
火

を
蒙

り
更

に
戦
災

に
荒

れ
果

て
た
神
域

、
＝

そ
し

て
現
在

の
壮

厳
浄
麗

な
御

社
頭

の
威
容
＝

も
と
よ
り
御

神

威

に
よ

る
も

の
な

が
ら
偏

え

に
皆
様
方

の
篤

き
御
敬

神

の
念

に
よ
る
永

年

の
御
熱
誠

と
御

尽
力

の
賜
物

と
誠

に
有
難

く
感
謝
措

く
能

わ

ざ
る
所

、

こ
の
機

に
厚
く
厚

く
御

礼
中

上
げ

ま
す
。

（
昭
和

五
十

七
年

八
月
廿

一
曰
）
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防

　

化

　

部

十
月
に
は
、「
秋
の
防
火
運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
い
、
曖
”
等
に
よ
っ
て
火
災
の
多

発
時
期
に
な
り
す
す
。

■
に
火
元
に
は
充
分
注
意
し
、
防
火
に
励
め
ま
し
，
以
．

防

　

犯
　

部

９
月
２８
日
　
防
犯
運
動
打
合
せ
会
議

駒
込
警
察
暑

パ

ー。
月

１０
日
か
ら
”
曰
ま
で
の
間
、
第
６
回
全
国
防
犯
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
．

警
察
著
の
説
明
で
は
、
当
町
会
て
発
生
し
て
い
る
空
巣

の
波
害
は
５
件
も
あ
る
そ
う
で
す
。
（
本
年
８
月
末
現
在
）

ｔ
た
、
犯
人
の
手
口
と
し
て
、
留
守
の
家
を
見
極
め
る

に
は
電
気
の
配
竜
盤
を
み
て
、

メ
ー
タ
ー
の
回
転
速
度

が
遅
い
と
留
守
宅
と
判
る
そ
う
で
す
。

こ
の
他
、
駐
車
中
の
自
動
車
内
か
ら
金
品
が
盗
ま
れ
た

被
書
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
●
内
に
大
事
な
も
の
は
置

か
な
い
様
こ
注
意
下
さ
い
。

一父
　

通
　

部

９
月
２．
日
か
ら
・０
日
間

「
秋
０
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
中
に
は
当
町
会
の
交
通

部
、
婦
人
部

の
方
々
が
行
頭
に
於
て
交
通
安
全
の
普
及

に
参
加
し
ま
し
た
。

当
期
の
交
通
安
全
指
導

の
重
点
施
策
は
、
二
輪
車
の
事

故
防
止
て
し
た
。
特
に
普
及
の
著
し
い
ヾ
二
大
イ
ク
は
、

藍
快
な
乗
り
物

で
す
が
、
自
動
車
と
の
接
“
事
件
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
安
全
運
転
に
よ

つ
て
事
故
を
未
然
に

防
き
ま
し
こ
う
。

衛

　

生

　

部

保
健
衛
生
会
議
に
は
、
町
会
か
ら
衛
生
部
長
が
出
席
し

て
お
り
ま
す
。

婦
　

人

　

部

９
月
１４
い
　
け
敬
老
の
口
恒
例
行
事

＾
ゼ
天
ぶ
ら
接
待
会
　
　
海
蔵
寺
に
バ

て

当
町
会
婦
人
部
の
方
が
終
日
、
大
ぶ
ら
会
の
手
伝
い
に

協
力
い
た
し
ま
し
た
。

当
町
会
か
ら
ご
高
令
●
方
々
に
お
贈
り
す
る
●
祝
品
は
、

諸
事
の
都
合
に
よ

つ
て
遅
れ
て
お
り
、
訳
に
中
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
近
口
中
に
か
足
け

い
た
し
ま
す
の
で
ご
諒

承
願
い
ま
す
。

共
同
募
金
に

つ
い
て
ご
協
力
頂
き
、
有
難
，
ご
ざ
い
ま

し
た
。

文
　
化

　

部

只
今
、
町
会
々
員
名
簿
を
新
ら
た
に
発
行
す
べ
く
編
集

中
で
す
の
で
、
年
内
に
は
●
配
り
て
き
る
予
定
で
す
。

〓円
　

年

　

部

さ
る
郎
、　
１９
日
の
祭
礼
で
は
主
輌
と
な

っ
て
活
理
し
、

事
故
も
無
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町 会 員 各 位

蓬 秦町会 長  久  貝 貫

収 入 の 部 支 出 の 部 単位 :円

秋すでに深く 冷気も日々に加わる候ともなりましたが 町/―員の皆様には益々ご健勝の事と存じ
ます。さる9月 18日 19日 両国の根津神社大祭に於ては すでに皆さまにllご周知の通り神輿・山
車の修結を行い.蓬末町内の祭ネL行事を賑やかに催すことができました。
これは一重に町会員皆様のご支援とご厚志のたまものと深く感謝申 卜げる次第でございます。をお,

本年の祭ネしに要しました諸経費は,下記にお示しいたしましたので, ご高覧下さるようお願い■上げ
ま九

1指 定 寄 付 金
先般 ご案内中 Lげました神築等の修理費とLて受納 しました寄付金は,町会理事会の議決を経
て,下記の通り支出いたしましたので御報告■■げまち

殿

収 入 項 目 金 額 摘 要 支 出 項 目 金  額 要摘

寄  付  金
預 金 利 息

6110op00

379,64

S551214受納
普通 定 朗預金

大

修

引

神

赤

小

鳳

神

残

3813つ 00

200ρ 00

72,30
176,00
439ρ 50

1,2oρ Oo

180o00
450ρ00

29584

山車を含む

土屋金属

運送賛その他

全会員へ配付

発注済

防災積立へ振替

合 計 6β79964 計合 6β 79,64

収支決算を上記の通 り報告 します。

2 会員並びに一般寄付金

収 入 の 部

収支決算を上記の通 り報告 します。

上記の件の決算について監査の結果 相達ないことを証明 しま九
昭和 57年 10月  2日

町会長 久

会 計
'

単位 :

祭ネL会計 竹 中 ― 馬

椰 江 頼 治

猪 熊 良 晃

Ｏ

Ｏ
一
造

貫

正

貝

西

立
●支

③

③

Ｏ

③

収 入 項 目 金 額 摘 要 支 出 項 目 金  額 摘 要

寄 付 金 1915ρ 00 371件より受納 資

金

費

費

費

貰

高

寄

袢

設

神

消

雑

残

115,00
131,00

415510
817355
27,20
172ρ 00

235715

最 中,印 昴1費
神幸 祭 負担分

御酒所・御仮屋

文房具 その他
祭ネ略 員rl事代

防災
=立
へ振彗

合 計 lp15ρOo 合 計 1,15000

会計監査 池 田


